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Takizawa H (2015) Notes on Japanese Chrysomelidae (Coleoptera), III. Elytra, Tokyo (n. ser.), 5(1): 
233–250. 

 
７３５ (Col.: Coccinellidae) 対馬・福江島・屋久島におけるモンクチビルテントウの初記

録 
関 崚大（九大院・生資環・昆虫）・境 良朗（対馬市） 

 

 モンクチビルテントウ Platynaspis maculosa Weise, 1910 は，沖縄島で 1989 年に初めて確

認され（松原ら，1998），急速に分布域を拡大している外来種テントウムシである（阪本，

2018）．国外では，台湾，中国，ベトナムに分布し（Korschefsky, 1933; Miyatake, 1961; Hoàng, 
1983; Wang & Chen, 2022），国内では，本州から南西諸島にかけて各地で記録されている（主

な文献記録を以下に示す：茨城県：坂本ら，2021，井上，2022；栃木県：大川，2020；群馬

県：岩田ら，2022；埼玉県：宮崎，2018；千葉県：鈴木，2018，上田・中村，2019；東京都：

伊藤，2013；八丈島：田村，2025；神奈川県：日下部，2013；石川県：渡部・福富，2025；
山梨県：神尾，2025；長野県：中村，2023；岐阜県：安藤，2020；静岡県：石川，2011；愛
知県：山﨑，2018，内藤，2021；三重県：横関，2021；京都府：宇野，2021a；大阪府：齋

藤，2015，宇野，2021b；兵庫県：宇野，2021b，檀野，2025；和歌山県：的場，2023；鳥取
県：金田ら，2022；島根県：林ら，2019；岡山県：武田・武田，2021；広島県：小阪・矢野，

2018；山口県：田中，2017；高知県：辻，2023；福岡県：城戸，2010；志賀島：城戸，2018；
佐賀県：西田，2021，2022；長崎県：今坂，2017；熊本県：松浪，2014；上甑島：今坂ら，

2019，2020；中甑島：今坂ら，2021；下甑島：今坂ら，2019；大分県：三宅，2021；宮崎県：

木野田，2020；鹿児島県：今坂，2006，塚田，2009；種子島：今坂ら，2025；奄美大島：佐

藤・中村，2019；徳之島：福田ら，2022；沖永良部島：塚田，2009；沖縄島：松原ら，1998，
佐々治・谷口，2003）． 
 筆者らは，長崎県の対馬および福江島，鹿児島県の屋久島から本種を採集しているので，

提供いただいたデータとともに報告する．なお，福江島および屋久島産の標本は九州大学総

合研究博物館（KUM）に，対馬産の標本は境の個人コレクションに保管されている．採集

図 1–2．フタツメタマノミハムシ．1．♂全形（スケールバー：0.5 mm）；2，フウトウカズラの葉上で静止

する個体． 
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者の略称は以下のとおりである: RS（関 崚大），YS（境 良朗），MK（近藤みのり）． 
 
モンクチビルテントウ 
Platynaspis maculosa Weise, 1910（図 1–2） 
[標本データ] 
対馬：1♂, 対馬市厳原町久田, 4. X. 2025, YS. 
福江島：2♂, 五島市平蔵町 (32.715°N, 128.838°E, alt. 0–3 m), 2. X. 2025, RS；1♀, 五島市籠淵

町 内闇ダム (32.71°N, 128.80°E, alt. 84–118 m), 30. IX. 2025, RS；1♀, 五島市松山町 (32.707°N, 
128.839°E, alt. 15–20 m), 2. X. 2025, RS；2♂1♀, 五島市東浜町 五島港公園 (32.695°N, 
128.849°E, alt. 2.5–3.5 m), 2. X. 2025, RS；1♀, 五島市上崎山町 (32.643°N, 128.866°E, alt. 7 m), 
28. III. 2025, MK；1 ex., 五島市増田町 香珠子海水浴場 (32.652°N, 128.796°E, alt. 10–30 m), 1. 
X. 2025, RS；1♀, 五島市富江町長岬 (32.610°N, 128.675°E, alt. 55–60 m), 1. X. 2025, RS. 
屋久島：1♂1♀, 熊毛郡屋久島町尾之間 (30.24°N, 130.55°E, alt. 75–85 m), 24. VII. 2024, RS. 
 上記の個体は主に草地のスウィーピングにより採集された． 
 
 末筆ながら，調査の協力をしてくださった丸山宗利博士（九州大学総合研究博物館），標

本を提供してくださった近藤みのり氏（神奈川県），文献に関する情報を提供してくださっ

た今坂正一（福岡県）・田村竜土（愛媛大学）の両氏に厚く御礼申し上げる．また，2025 年

9 月 30 日から 10 月 2 日にかけて福江島で実施した調査は，JSPS 科学研究費助成事業 基盤
研究（B）（課題番号：JP23H02528）の支援を受け，安藤俊哉博士（京都大学）の助成を受

けて実施された．安藤俊哉博士に深く感謝申し上げる． 

 
図 1–2．モンクチビルテントウ．1，対馬産♂；2，福江島産♀（スケールバー：0.5 mm）． 
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